
リサイクル

できないもの
（汚れた紙等）

36,572 t
（68.9%）

リサイクル

できるもの
31.1%

業者収集ごみ（約17万トン）の内訳（平成30年度）

・ 生ごみが４割，紙ごみが３割と突出して多くなっています。
・ 手付かず食品や食べ残しといった「食品ロス」が約３．６万トン，リサイクル可能な雑がみが，

約１．４万トン排出されています。

生ごみ

69,282ｔ

（41.8％）

紙ごみ

53,070t

（32.0%)

プラスチック類

19,256t

（11.6％）

缶・びん・

ペットボトル

1,844t 

（1.1％）

その他

22,271t 

（13.4％）

調理くず

等

33,411t

（48.2%)食品ロス

35,871t 

(51.8％)

手つかず食品
21.6%

14,993,t

古紙類
【新聞，ダンボール】

2,952 t
（5.6％）

雑がみ
【紙箱，包装紙等】

13,547t
（25.5%）


